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第3回 岡山市環境総合審議会
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岡山市環境局環境部環境保全課

資料１



＜内容構成＞
１．社会動向
２．市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
３．岡山市の環境の現状と課題
４．計画の基本事項
５．施策体系の骨子案
６．次年度のスケジュールについて
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



社会動向

新たな国の方針：「第六次環境基本計画」で示す目標
第五次環境基本計画の「地域循環共生圏」から、

「循環共生型社会」（「環境・生命文明社会」）の構築による
「ウェルビーイング／高い生活の質」へ

 2050年カーボンニュートラルの実現:
➡温室効果ガスの排出を実質ゼロへ

 循環経済の推進:
➡地下資源から地上資源への転換、持続可能な生産と消費を実
現するグリーン経済システムの構築

 自然共生社会の構築:
➡自然資本を保全・回復し、環境と経済・社会が調和する「循
環共生型社会」の構築へ

 ウェルビーイングの向上:
➡国⺠⼀⼈ひとりの「生活の質」や「幸福度」の向上
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



社会動向
◆ 前提としてのSDGｓ（持続可能な社会の構築）
 ２０３０年のゴール年を見据えて、１７のゴール、１６９のターゲット

の達成を目指す。
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



社会動向
◆カーボンニュートラルの推進

IPCCによる1.5℃特別報告書の概要
（出典：「ゼロエミッション東京戦略」(東京都)より作成）

◆IPCCが示した危機的状況と気温上昇によるインパクトの違い

 令和３年（２０２１年）に開催された「国連気候変動枠組条約第２６回締約国会議（Ｃ
ＯＰ２６）」で、「１. ５℃目標」を実現するための努力を追求することが世界的に合
意された。
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



社会動向
◆ 経済社会活動の変革
 近年の大量生産・大量消費型の経済社会活動は、様々な環境問題と密接に関係し、持続可能な形で

資源を利用する「循環経済（サーキュラーエコノミー）」への移行が求められている。

 日本を含む世界でＥＳＧ（環境：Environment・社会：Social・企業統治：Governance）に配慮し
ている企業を重視・選別して投資を行うＥＳＧ投資に対する関心が高まり、企業が自社の事業活動
が環境に及ぼす影響や依存度に関して情報開示を求める動きが加速している。

 自然資本及び生物多様性に関する企業のリスクや機会を適切に評価、開示する枠組みを構築するた
め国際組織「自然関連財務情報開示タスクフォース(TNFD)」が設立された。

世界と日本でのESG市場の拡大
出典：「環境白書 令和5年版」（環境省）

世界 日本
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



社会動向
◆地球の限界（プラネタリー・バウンダリー）
 「プラネタリー・バウンダリー」とは、⼈類が地球上で持続的に生存していくには越えてはならな

い「地球環境の限界」があることを明示した概念。

 ⼈類の活動が地球の限界を超えず、⼈々が社会的基礎の不足とならない領域を「ドーナツ内での生
活」といい、この領域では、Well-being に焦点を当てた経済が繁栄できる。

 「ドーナツ内での生活」に収まるためには環境・経済・社会の統合的向上を進める必要がある。

プラネタリーバウンダリーとドーナツ内での生活のイメージ
出典：「環境白書 令和5年版」（環境省）
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



社会動向
◆ネイチャーポジティブの実現

《世界の動向》

 新たな世界目標「昆明・モントリオール生物多様性枠組」で、２０３０年までに「ネイチャーポジ
ティブ」を実現することを目標とし、陸と海の３０％以上を健全な生態系として効果的に保全する
「３０ｂｙ３０」や自然を活用した解決策（ＮｂＳ *）などの要素が盛り込まれた。

《日本の動向》

 2030年のネイチャーポジティブの実現を目指し、生態系の健全性の回復のほか、NbS、⼀⼈ひとりの
行動変容などが、現行の国家戦略の柱となる。

 ３０ｂｙ３０の達成に向け、本来の目的にかかわらず生物多様性の保全が図られている区域（OECM）
を「自然共生サイト」として認定する制度が令和５年（２０２３年）から開始された。

「令和5年度第1回OECMの認定・管理の推進
に関する検討会資料」（環境省）より作成
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー

《調査概要》

属性 回収率（%） 配布数 回収数

学生 88.5 592 524

市⺠ 27.9 1,500 419

事業者 47.0 300 141
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
《中高生》
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
《中高生》
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
《中高生》
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
《中高生》
 地球温暖化の影響について、「熱中症などの健康リスクの増加」が突出して

多い（問11）
 地球温暖化対策の認知度は高く、重要性の認識も高い（問11〜15）が、対策

の有効性の具体的イメージについては「何となく持っている」の回答が6割を
超えた（問16）。

 岡山市が「ゼロカーボンシティ」を目指していることについては8割以上が認
知していなかった（問12）。

 「プラスチックごみによる海の汚染」について、生物への影響を問題視する
回答が多かった（問17）。

 サーキュラーエコノミーについては「わからない」が4割近くとなり、十分な
理解が得られていなかった（問18）。

◎温暖化の影響への認識は高いが、具体的な対策への理解が不十分
◎環境対策・取組み内容への「普及・啓発」や「理解の醸成」が必要
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
《市⺠》
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
《市⺠》
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
《市⺠》
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
《市⺠》
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
《市⺠》
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
《市⺠》
 家庭で日ごろ「環境保全または環境によい行動」に必ずまたは時々取り組んで

いるのは8割を超え（問9.2）、実際には「マイバックの持参」、「ごみの分別、
ポイ捨てをしない」「節電、節水」など多岐にわたっていた（問9.1）。

 地球温暖化対策の重要性の認識は高く（問10.1）、生活を豊かにするという認
識の回答が4割ある⼀方で、生活の質を脅かすとの回答も3割地近くとなった
（質問10.2）。

 地球温暖化対策に関して、現在取り組んでいる対策は、「ごみの分別や排出抑
制」や「省エネルギー機器への買い替え」が多く（問10.3）、今後積極的に取
り組む必要がある対策についても同様な傾向であった（問10.4）。

 岡山市の環境保全に関する取組で重要と感じているのは、「歩道の安全性、快
適性」、「災害に強いまち」、「ごみの減量、リサイクル」、「緑や公園の整
備」等が多かった（問13）。

 行政に対して環境保全の取組に関わる際に望むことは、「子どもたちへの体験
学習や環境教育の推進」が5割を超えた（問14）。

◎日常的・⾝近な環境対策には取り組んでいる市⺠が多い
◎まちなかの環境への意識や、子どもへの体験学習・環境教育を望む声が多い 18

（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
《事業者》
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
《事業者》
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※本問は設問を提示

（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
《事業者》
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
《事業者》
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
《事業者》
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
《事業者》
 日ごろ「環境保全または環境によい行動」として、節電、省エネ、節水、エコ

ドライブの取組が多く、⼀方、緑化活動などへの取組は少なかった（問9）。
 省エネルギー、再生可能エネルギー関連の機器の利用で多かったのは、多い順

にLED照明（79％）、ハイブリッド自動車（48％）、省エネ型冷暖房機
（43%）、太陽光発電設備（25％）、省エネ型オフィス機器（23％）となり、
事業活動に使用する省エネタイプの機器、デマンド監視装置、蓄電池、太陽熱
温水器の設置、蓄電池、BEMS、燃料電池自動車の利用は多くても18％以下と
少なかった。
➡いずれも導入のきっかけは、「光熱費の負担軽減」を挙げており、自動車

関連については「CO2削減」を挙げていた。
➡⼀方、導入しない理由はいずれも「導入負担が大きい」が挙げられた。

ただし、省エネ型オフィス機器、事業活動に使用する省エネ型オフィス機
器、事業活動に使用する省エネタイプの機器、デマンド監視装置、蓄電池、
BEMS、燃料電池自動車については、利用状況がわからないという回答も
比較的多かった。 （問10）
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



市⺠の意識・意向 ー市⺠アンケート結果ー
《事業者》
 気候変動への取組については、適応策を実施しているのは、30％〜69％で、

何らかの適応策には取り組んでいることが明らかになった（問13）。
 カーボンニュートラルについて、対応していない事業所が約6割を占めた（問14.4）。
 サーキュラーエコノミーについては「聞いたことがない」が７割近くとなり、

十分な理解が得られていなかった（問15.1）。
 岡山市の環境政策で重要と感じているのは、「空き家対策」、「災害に強いま

ち」、「歩道の安全性、快適性」、「水辺の安全」、「ごみの清掃、美化」、
「緑や公園の整備」等が多かった、⼀方、「環境教育に関する取組」や「再生
可能エネルギーの利用」についての重要性の認識は低かった（問16）

◎節電・省エネへの取組は浸透しているが、⼀方で導入に負担感もあり
◎再生可能エネルギーの重要性への理解・浸透は不十分
◎緑化活動への取組は少なく、事業所と自然環境との共生に係る提案が必要
◎カーボンニュートラルやサーキュラーエコノミー等、新しい環境用語・取組

への理解や関心が不十分であることは課題
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



岡山市の環境の現状と課題︓成果指標の状況
《環境目標１》市⺠協働による環境づくりと快適な都市環境が実現しているまち ：着目

基本
目標

指標名 単位
[実績値]
R5(2023)

[目標値]
R7(2025)

評価
次期
計画

の方針

地域環境教室の年間参加者数 人 9,950 16,000 B 継続

めだかの学校環境講座の年間参加者数 人 257 2,500 C 継続

％ 100.0 85 A 継続

％ 100.0 85 A 継続

自然体験リーダー養成講座修了者の自然体験リー
ダーズクラブ登録者数 人 208 205 B 継続

公⺠館で開催される環境学習講座の数 講座 130 120（140） A 継続

エコ公⺠館 取組数 館 37 37 S 終了
おかやまエコミュージアム（地域まるごと博物
館）への参加人数 人 208 300 C 終了

全小学校区におけるＥＳＤの実施率 ％ 100.0 100 S 継続

ＥＳＤプロジェクトの参加組織数 組織 381 370（300） S 継続
市役所の事務事業から発生する温室効果
ガス排出量をはじめとする環境負荷の低
減

 １）コピー用紙使用量
R2年度目標
53,236千枚

A 終了

 ２）電気使用量
R2年度目標

109,875
千kWh

C 継続

 ３）ガソリン使用量
R2年度目標

529k
A 継続

愛の泉善行賞の表彰数 件 11 25（20） C 継続

環境パートナーシップ事業に参加する
市⺠の割合

％ 7.1 10 B 継続

環境パートナーシップ事業に参加する事
業所の数

事業所 827 1,500 C 継続

用品特別会計におけるグリーン購入達成
率

％ 97.7 98 B

％

岡山市環境保全行動計画に定める各種目
標値を達成する

協
働
し
て
環
境
保
全
に
取
り
組
も
う

H25年度
比

19.8%
削減

環
境
教
育
・
環
境
学
習
に
取
り
組
も
う

わくわく体験促進事業・親子環境学習
サマースクールによる自然体験や環境
への理解の深まり度
 上段：教育委員会
 下段：地域子育て支援課

基本
目標

指標名 単位
[実績値]
R5(2023)

[目標値]
R7(2025)

評価
次期
計画

の方針
水
と
緑
の
う
る
お
い

の
あ
る
ま
ち
を
つ
く

ろ
う

公園・緑地の整備や緑化推進の満足度 ％ - 50 B 継続

安
全
で
快
適
に
通
行

で
き
る
ま
ち
に
し
よ

う

ごみのポイ捨て数
(調査地点６か所の平均値)

個 93 90 B 継続

屋外広告物モデル地区指定数 地区 12 8 A 継続

景観形成重点地区指定数 地区 12 8 A 継続

地区計画決定地区数 地区 21 32 C 終了

街並み修景助成事業の実施状況 件 32 33 B 継続

文化財の親しみ度 人 93,131 82,000 A 終了

史跡指定地の増加と整備事業の推進 か所 5 6 A 継続

文化振興・歴史保存活用の満足度 ％ 37.0 40 A 終了

文化活動を行う市⺠の割合 ％ 57.5 65 B 継続

歴
史
・
文
化
に
ふ
れ
る
美
し
い
ま
ち
に
し

よ
う
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



岡山市の環境の現状と課題︓成果指標の状況
《環境目標２》豊かな自然環境の保全と共生が実現しているまち

農水省「みどり
認定」の活用に
移行予定

基本
目標

指標名 単位
[実績値]
R5(2023)

[目標値]
R7(2025)

評価
次期
計画

の方針
農業用水路の浚渫・藻刈を実施する地元
組織数 組織 155 158 A 継続

リフレッシュ瀬⼾内（海岸清掃）の参加
者数 人 107 230 B 継続

森林や原野の割合 ％ 44.2
44%台

(現状値を維
持)

A 継続

エコファーマーの認定者数 ⼾ 42 300 C 継続

アユモドキの実態調査対象地域の拡大 生息地 生息地

他地域
への拡大

（賞田地域周辺
まで拡大）

A 継続

ホタルの生息地 か所 17 18 B 継続
倉安川における自然石護岸の整備事業進
捗率

％ 99.0 100 B 継続

身近な生きものの里認定地区数 地区 27 25 A 継続

地域環境教室の年間参加者数(再掲) 地区 9,950 16,000 B 継続

自然体験・文化伝承に関する公⺠館講座
数

講座 86 50 S 継続

豊
か
な
自
然
環
境
を

守
り
育
て
よ
う

多
様
な
生
き
も
の

の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
よ
う

自
然
と
ふ
れ

あ
い
親
し
も

う
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



岡山市の環境の現状と課題︓成果指標の状況
《環境目標３》賢い選択による低炭素化と地球にやさしい活動が実現しているまち

基本
目標

指標名 単位
[実績値]
R5(2023)

[目標値]
R7(2025)

評価
次期
計画

の方針

市内の太陽光発電システム設置容量 千kW 359 413 A 継続

市⺠共同発電所の箇所数 件 8 15 C 終了

地球温暖化防止行動の実践度
（市⺠意識調査）

点 56.5 60% B 継続

ライトダウンキャンペーン期間中に
市域で削減するCO2量

kg-CO2 21,239 2,500 S 継続

市有施設への太陽光発電システム
設置件数（累計）

件 130 130 A 継続

ＪＲ岡山駅の1日あたりの乗降客数 万人 13.1 15.2 C 新規

公用車への電気自動車の導入 台 39 200 C 継続

公共の電気自動車充電設備の設置基数 基 14 20 C 継続

暮
ら
し
と
産
業
の

低
炭
素
化
に
取
り

組
も
う

低
炭
素
型
ま
ち

づ
く
り
を
進
め

よ
う
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岡山市の環境の現状と課題︓成果指標の状況
《環境目標４》安全な生活環境と循環型社会が実現しているまち

基本
目標

指標名 単位
[実績値]
R5(2023)

[目標値]
R7(2025)

評価
次期
計画

の方針

有害大気汚染物質の環境基準 ％ 100.0 100 A 継続

ダイオキシン類の環境基準 ％ 100.0 100 A 継続

騒音の環境基準 ％ 75.0 100 B 継続

％

％

大気汚染防止法の規制工場・事業場に対
する立入検査実施率

％ 10.9 50 C 継続

アスベスト飛散防止対策 ％ 100.0 100 A 継続

化学物質に対するﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに取り組
む工場・事業場

事業所 3 6 C 終了

ダイオキシン類対策特別措置法の規制工
場・事業場に対する立入検査実施率

％ 32.0 50 C 終了

有害物質使用特定施設への立入調査達成
率

％ 111.0 100 A 継続

土壌汚染対策法に基づく工事工程ごとの
立入調査数の割合

％ 133.0 100 A 継続

浸水対策実施済み割合 ％ 47.0 （100） A 継続

B 継続
道路騒音・振動
（上段：道路騒音（R1まで）、下段：道路
振動（R1まで））

100.0 100.0

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
を
守
ろ
う

基本
目標

指標名 単位
[実績値]
R5(2023)

[目標値]
R7(2025)

評価
次期
計画

の方針

児島湖の水質（COD） ㎎/ℓ 8.6 5.0 C 継続

海域の水質（COD） 達成率 1/3 3/3 C 継続

汚水処理人口普及率 ％ 86.1 90 B 継続

浄化用水導入量 千t/ℓ 300 200 A 継続

水路内緑化施設の整備箇所 か所 3 5 B 終了

事業場排水等の監視 事業所 330 400 B 継続

市⺠1人1日あたりのごみ排出量 ｇ/人日 789
（R4年度） 754 A 継続

家庭系ごみの排出原単位 ｇ/人日 481
（R4年度） 450 A 継続

事業系ごみの排出原単位 ｇ/人日 309
（R4年度） 304 A 継続

資源化率 ％ 26.88 31.1 B 継続

埋立処分率 ％ 2.66 3.30 A 継続

建設廃棄物の再利用率 ％ 98.4 96.00 B 継続

建設発生土の利用率 ％ 99.0 85.00 S 継続

東部・⻄部リサイクルプラザ来場者数 人 39,780 60,000 C 継続

ごみゼロ週間に公⺠館で開催する関連講
座への参加者数

人 2,668 4,500 B 継続

き
れ
い
な
水
環
境
、
健

全
な
水
循
環
に
使
用

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
に
取
り
組
も
う
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（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



岡山市の環境の現状と課題︓成果指標の状況

《リーディングプロジェクト》

リーディング
プロジェクト

指標名 単位
[実績値]
R5(2023)

[目標値]
R7(2025)

評価
次期
計画

の方針
ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ1 まちなかのホタルの生息地 か所 5 6か所 B 継続

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ2
岡山ESD プロジェクト参加団体による
ワークショップの開催件数

件 31 36件 B 継続

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ3 身近な生きものの里認定地区数 地区 27 25地区 S 継続
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計画の基本事項

31

 計画の位置づけ

（仮称）第３次岡山市環境基本計画の骨子案について



計画の基本事項

 計画の対象
【現行計画】

【次期計画案】

環境項目
協働 環境教育、環境学習、ESD推進、環境保全活動 等
自然環境 植物、動物、地形、水、生態系、生物多様性 等
快適環境 景観、緑、水辺、音、光、かおり、歴史、文化 等

生活環境
大気質、水質、騒音・振動、悪臭、地盤沈下、土壌汚染、
有害化学物質 等
地球温暖化（緩和策・適応策）、オゾン層破壊、エネルギー 等
廃棄物、資源、水循環 等

対象分野

環境活動

低炭素
循環型社会
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施策体系の骨子案

 名 称：（仮称）第３次岡山市環境基本計画

 対象区域：岡山市全域

 計画期間：令和8年度（2026年度）〜令和17年度（2035年度）の10年

 計画の対象：岡山市環境保全条例* 第７条に規定する「施策の
策定等に係る指針」を基本として設定

*同内容は4月1日から「岡山市環境基本条例」に移行する。
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施策体系の骨子案
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次年度のスケジュールについて
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